
令和４年度福岡市葬祭場指定管理評価委員会 議事録 
 

 
１ 開催日時 令和４年11月７日(月) 10:00～11:30 

 

２ 開催場所 福岡市葬祭場 会議室 

 

３ 出 席 者(敬称略) 

  (１) 評価委員(５名)               

赤木保之、木山博薫、執行洋隆、市山芳彦、朝廣和夫（当日欠席） 

  (２) 関係者 

      指定管理者：(公財)ふくおか環境財団 日野、野口、青木、松藤 

                        小林、中原 

          事 務 局：保健医療局 城戸、椿本、眞弓、松村、岩下 

 

４ 議題 

(１) 令和３年度評価について       

① 評価の考え方 

② 市一次評価結果 

③ 実績表 

(２) 葬祭場の令和３年度管理運営状況について  

① 管理運営 

② 利用者等へのサービス 

③ 施設の維持管理・運転状況 

④ 経費の削減への取り組み 

⑤ 創意・工夫 

  (３) 令和３年度評価結果（案）について     

① 委員評価結果 

(４) その他 

 

 ５ 委員質疑、意見等(〈 〉内は発言者名) 

〈事務局〉 
開会挨拶、出席者紹介 

福岡市葬祭場指定管理評価委員会設置要綱第４条第２項の規定に基づき、赤

木委員を委員長に任命し、福岡市葬祭場指定管理評価委員会設置要綱第５条第

１項の規定に基づき、委員長が議長に就任 

 
〈委員長〉 

議事進行 

 

〈事務局〉 

(１)令和３年度評価について報告 

 

〈各委員〉 

   質疑なし 



 

〈委員長〉 
議事進行 

 

〈指定管理者〉 
(２) 葬祭場の令和３年度管理運営状況について報告 

 

〈委員〉 

   日頃より円滑な葬祭場運営に感謝している。 

コロナ火葬について、8月の厚生労働省からの通知文にも記載があったように、

ご遺体が非透過性納体袋に収容されていれば、一般火葬とコロナ火葬の時間を

分ける必要がないとされているが、福岡市葬祭場では本件について検討してい

るか伺いたい。 

 

〈指定管理者〉 

   他都市でも、一般火葬とコロナ火葬の火葬時間の区分けを撤廃した事例があ

る。福岡市葬祭場でも現在検討しているが、詳細については福岡市から回答願

いたい。 

 

〈事務局〉 
   厚生労働省が出しているガイドラインにも、ご遺体からの飛沫感染はなく、

非透過性納体袋に適切に収容、管理されていれば特別な感染対策は不要とされ

ていることから、感染リスク等を含めて本件について検討中である。検討結果

については文書等で葬祭事業者へ通知したい。 

 

〈委員〉 

   現在、コロナウイルスに感染したご遺体の内、病院で預かることができない

ご遺体を葬祭事業者で預かっている場合がある。是非、福岡市でも本件につい

て検討していただきたい。 

 

〈委員〉 

   ご遺体の取り違えがないよう、番号札の確認についてご遺族に丁寧に説明し

ていただいており、ご遺族の方に対しての気配りも出来ている。改善点として

は、収骨時の案内について遺族の皆様へ聞こえるように大きな声で案内してい

ただきたい。 

 

〈指定管理者〉 

   ご指摘の点については、改善に努める。 

 

〈委員長〉 
議事進行 

 

 



〈各委員〉 

   評価用紙記入 

 

〈事務局〉 
   評価結果集計 

 

〈事務局〉 

(３)令和３年度評価結果（案）について報告 

欠席委員については、後日資料を送付し、評価後、評価結果を提出していただ

く。その結果を含めて、令和３年度の評価としたい。 

 

〈委員長〉 

   評価結果について、欠席委員の評価を取り込む必要はないのではないか。 

 

〈事務局〉 
  今回までは、欠席委員の評価を取り込ませていただきたい。次回からは、委員長か

らのご指摘があったため、出席者のみの評価とするか内部で検討したい。 

 

〈委員長〉 
   事務局から説明のとおり、委員の方々の了解後、評価結果（案）のとおり保健医療

局長に報告し、福岡市ホームページに公表したいと思うが、よろしいか。 

 

〈各委員〉 
   異議なし 

 

〈委員長〉 
これをもちまして議事進行役を終わらせて頂く。ご協力感謝する。 

 

〈事務局〉 
閉会あいさつ 

 

 

 


